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釈
教
歌
の
始
原
│
「
片
岡
山
説
話
」
に
つ
い
て
の
考
察
│
千
坂
英
俊
は
じ
め
に
い
わ
ゆ
る
「
釈
教
歌
」
が
勅
撰
和
歌
集
に
収
録
さ
れ
る
の
は
『
拾
遺
集
』
が
そ
の
始
め
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
『
拾
遺
集
』
に
お
い
て
は
「
哀
傷
」
歌
の
一
部
と
し
て
収
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、「
釈
教
歌
」
が
部
立
て
と
し
て
確
立
さ
れ
る
に
は
平
安
末
期
の
『
千
載
集
』
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
拾
遺
集
』
に
お
い
て
は
二
十
三
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
「
釈
教
歌
」
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
急
に
仏
教
思
想
を
歌
に
詠
み
こ
む
こ
と
が
始
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
当
然
な
い
。
古
く
は
万
葉
集
に
仏
教
的
思
想
を
詠
み
こ
ま
れ
た
歌
が
存
在
す
る
こ
と
は
既
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る(1)
。
『
拾
遺
集
』
所
載
の
釈
教
歌
に
し
て
も
、
編
纂
時
よ
り
も
相
当
古
い
時
代
の
詠
作
と
認
め
ら
れ
る
和
歌
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
「
大
僧
正
行
基
よ
み
給
ひ
け
る
」
と
い
う
詞
書
の
付
さ
れ
た
、
法
華
経
を
わ
が
え
し
こ
と
は
た
き
木
こ
り
な
つ
み
水
く
み
つ
か
へ
て
ぞ
え
し(2)
（
1346）
も
も
く
さ
に
や
そ
く
さ
そ
へ
て
た
ま
ひ
て
し
ち
ぶ
さ
の
む
く
い
け
ふ
ぞ
わ
が
す
る
（
1347）
の
二
首
や
、『
仏
足
跡
歌
』
の
引
き
直
し
で
あ
る
、
み
そ
ぢ
あ
ま
り
ふ
た
つ
の
す
が
た
そ
な
へ
た
る
む
か
し
の
人
の
ふ
め
る
あ
と
ぞ
こ
れ
（
1345）
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ま
た
、
次
に
挙
げ
る
問
答
歌
も
そ
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
聖
徳
太
子
高
岡
山
辺
道
人
の
家
に
お
は
し
け
る
に
、
餓
ゑ
た
る
人
み
ち
の
ほ
と
り
に
ふ
せ
り
、
太
子
の
の
り
た
ま
へ
る
馬
と
ど
ま
り
て
ゆ
か
ず
、
ぶ
ち
を
あ
げ
て
う
ち
た
ま
へ
ど
し
り
へ
し
り
ぞ
き
て
と
ど
ま
る
、
太
子
す
な
は
ち
馬
よ
り
お
り
て
、
う
ゑ
た
る
人
の
も
と
に
あ
ゆ
み
す
す
み
た
ま
ひ
て
、
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
御
ぞ
を
ぬ
ぎ
て
う
ゑ
人
の
う
へ
に
お
ほ
ひ
た
ま
ふ
、
う
た
を
よ
み
て
の
た
ま
は
く
し
な
て
る
や
か
た
を
か
山
に
い
ひ
に
う
ゑ
て
ふ
せ
る
た
び
人
あ
は
れ
お
や
な
し
（
1350）
に
な
れ
な
れ
け
め
や
さ
す
竹
の
き
ね
は
や
な
き
い
ひ
に
う
ゑ
て
こ
－ 59 －
や
せ
る
た
び
人
あ
は
れ
あ
は
れ
と
い
ふ
う
た
な
り
う
ゑ
人
か
し
ら
を
も
た
げ
て
、
御
返
し
を
た
て
ま
つ
る
い
か
る
が
や
と
み
の
を
河
の
た
え
ば
こ
そ
わ
が
お
ほ
き
み
の
み
な
を
わ
す
れ
め
（
1351）
こ
の
よ
う
に
、『
拾
遺
集
』
編
纂
時
よ
り
か
な
り
古
い
時
代
の
詠
作
と
認
め
ら
れ
る
数
首
か
ら
、「
釈
教
歌
の
始
原
」
た
る
物
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
挙
げ
た
い
わ
ゆ
る
「
片
岡
山
説
話
」
を
取
り
上
げ
て
以
下
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。
1
こ
の
聖
徳
太
子
と
飢
人
と
の
話
は
、『
日
本
書
紀
』（
以
下
『
書
紀
』）
推
古
天
皇
二
十
一
年
の
記
事
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
本
文
を
挙
げ
る(3)
。
十
二
月
庚
午
朔
、
皇
太
子
遊
行
於
片
岡
。
時
飢
者
臥
道
垂
。
仍
問
姓
名
。
而
不
言
。
皇
太
子
視
之
与
飲
食
。
即
脱
衣
裳
、
覆
飢
者
而
言
、
安
臥
也
。
則
歌
之
曰
、
斯
那
提
流
箇
多
烏
箇
夜
摩
爾
伊
比
爾
恵
弖
許
夜
勢
屢
諸
能
多
比
等
阿
波
礼
於
夜
那
斯
爾
那
礼
奈
理
鶏
迷
夜
佐
須
陀
気
能
枳
弥
波
夜
那
祇
伊
比
爾
恵
弖
許
夜
勢
留
諸
能
多
比
等
阿
波
礼
辛
未
、
皇
太
子
遣
使
令
視
飢
者
。
使
者
還
来
之
曰
、
飢
者
既
死
。
爰
皇
太
子
大
悲
之
。
則
因
以
葬
埋
於
当
処
、
墓
固
封
也
。
数
日
之
後
、
皇
太
子
召
近
習
者
、
謂
之
曰
、
先
日
臥
于
道
飢
者
、
其
非
凡
人
。
必
真
人
也
、
遣
使
令
視
。
於
是
使
者
還
来
之
曰
、
到
於
墓
所
而
視
之
、
封
埋
勿
動
。
乃
開
以
見
、
屍
骨
既
空
。
唯
衣
服
畳
置
棺
上
。
於
是
皇
太
子
復
返
使
者
、
令
取
其
衣
、
如
常
且
服
矣
。
時
人
大
異
之
曰
、
聖
之
知
聖
、
其
実
哉
、
逾
惶
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
に
は
、
詠
作
状
況
や
歌
の
表
現
な
ど
、
各
所
に
相
違
の
見
ら
れ
る
も
の
の
、『
書
紀
』
の
歌
の
異
伝
と
考
え
ら
れ
る
、
上
宮
聖
徳
太
子
出
遊
竹
原
井
之
時
見
竜
田
山
死
人
悲
傷
御
作
歌
一
首
小
墾
田
宮
御
宇
天
皇
代
墾
田
宮
御
宇
者
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
也
諱
額
田
謚
推
古
家
有
者
妹
之
手
将
纒
草
枕
客
尓
臥
有
此
旅
人
怜
い
へ
な
ら
ば
い
も
が
て
ま
か
む
く
さ
ま
く
ら
た
び
に
こ
や
せ
る
こ
の
た
び
と
あ
は
れ
の
歌
が
巻
三
挽
歌
の
巻
頭
（
418）（
旧
415）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
片
岡
山
説
話
」
は
、『
聖
徳
太
子
伝
暦
』（
以
下
『
伝
暦
』）
な
ど
の
聖
徳
太
子
伝
記
、
あ
る
い
は
『
日
本
霊
異
記
』（
以
下
『
霊
異
記
』）
な
ど
の
仏
教
説
話
集
に
取
り
上
げ
ら
れ
、『
書
紀
』
に
お
け
る
聖
徳
太
子
の
歌
の
み
が
記
さ
れ
る
形
か
ら
、『
拾
遺
集
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
二
首
を
併
記
す
る
形
へ
の
説
話
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、先
学
に
よ
り
様
々
な
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
中
西
進
氏(4)
は
、
Ⅰ
第
一
段
階
の
聖
徳
太
子
譚
と
し
て
行
倒
れ
人
を
哀
れ
ん
だ
と
い
う
話
が
あ
り
Ⅱ
そ
れ
が
太
子
の
歌
を
伴
っ
た
第
二
段
階
（
紀
・
万
）
に
入
り
Ⅲ
つ
い
で
答
歌
を
薨
時
の
歌
か
ら
挿
入
し
た
第
三
段
階
（
霊
）
Ⅳ
そ
し
て
二
首
の
歌
を
備
え
る
第
四
段
階
（
補
闕
記
以
下
）
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
高
壯
至
氏(5)
は
、「
こ
う
い
つ
た
過
程
は
必
ず
し
も
單
純
な
直
線
的
繼
承
關
係
と
は
言
い
難
く
、
そ
の
傳
承
の
實
態
は
も
つ
と
錯
雑
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
』
（
以
下
『
補
闕
記
』）
の
資
料
と
し
て
巻
頭
の
序
に
名
前
の
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
調
使
家
記
』
の
存
在
に
着
目
し
、「
法
隆
寺
南
面
か
ら
大
和
川
に
か
け
て
の
一
帯
に
－ 60 －
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
思
わ
れ
る
調
使
の
周
辺
で
、
法
隆
寺
の
地
堺
を
守
護
し
つ
つ
巡
行
す
る
霊
格
の
存
在
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
の
説
話
の
発
生
に
つ
な
が
っ
た
と
し
、
1
、
法
隆
寺
領
境
で
、
太
子
道
に
あ
り
、
昔
か
ら
神
聖
な
地
と
し
て
比
較
的
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
片
岡
に
對
し
て
、
地
堺
信
仰
と
し
て
の
神
聖
感
が
法
隆
寺
側
の
人
に
よ
つ
て
觀
念
さ
れ
て
い
た
。
2
、
領
境
を
巡
行
す
る
靈
格
と
し
て
、
聖
徳
太
子
の
片
岡
遊
行
が
語
ら
れ
た
。
3
、
遊
行
に
付
随
し
て
、
飢
人
救
濟
譚
と
眞
人
邂
逅
譚
が
で
き
た
。
4
、
兩
者
が
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
、
眞
人
邂
逅
譚
に
は
神
仙
説
や
高
僧
傳
を
模
す
る
部
分
が
二
次
的
に
付
加
さ
れ
た
。
と
い
う
形
成
過
程
を
想
定
さ
れ
、
こ
の
形
成
過
程
に
関
わ
っ
た
人
々
と
し
て
調
使
一
族
を
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
蔵
中
進
氏(6)
は
、
右
の
高
壯
至
説
に
対
し
、「
3
、
4
、
の
項
に
関
し
て
は
、
同
氏
の
説
明
は
甚
だ
不
十
分
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
飢
人
救
済
譚
・
真
人
邂
逅
譚
、
更
に
は
神
仙
説
・
高
僧
伝
を
模
す
る
部
分
が
付
加
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
納
得
の
行
く
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
、『
補
闕
記
』
に
先
行
す
る
資
料
と
し
て
『
七
代
記
』
を
挙
げ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
彼
飢
者
盖
是
達
摩
歟
」
と
い
う
部
分
か
ら
、
片
岡
説
話
は
、
聖
徳
太
子
薨
後
、
我
が
国
に
お
け
る
仏
法
興
隆
の
気
運
と
そ
れ
に
伴
う
太
子
顕
彰
の
動
き
と
の
中
に
あ
っ
て
、
新
に
中
国
と
の
交
流
に
よ
っ
て
得
た
達
磨
禅
及
び
達
磨
伝
説
の
知
識
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
太
子
薨
後
の
歌
（
飢
者
歌
）
や
、当
時
広
く
口
誦
に
よ
っ
て
伝
誦
さ
れ
て
い
た
行
路
死
人
を
哀
む
歌（
太
子
歌
）
な
ど
が
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
形
成
過
程
を
考
察
さ
れ
、
こ
の
形
成
に
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
高
氏
の
主
張
さ
れ
る
調
使
氏
一
族
は
、
す
で
に
で
き
上
っ
た
片
岡
説
話
に
一
族
の
麻
呂
な
ど
を
補
入
し
て
、
そ
の
優
位
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
、
後
世
の
説
話
改
更
者
で
は
あ
っ
て
も
説
話
形
成
者
乃
至
純
粋
な
管
理
者
で
は
あ
り
得
な
い
。（
中
略
）
私
の
想
像
で
は
、
法
隆
寺
の
僧
徒
、
特
に
初
期
の
禅
宗
に
関
心
を
寄
せ
た
僧
徒
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
と
想
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
説
話
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
本
稿
に
お
け
る
目
的
は
、『
拾
遺
集
』
所
載
の
二
首
を
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
勅
撰
集
に
載
せ
ら
れ
る
和
歌
に
は
撰
者
の
編
纂
意
識
が
働
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
撰
者
が
そ
の
和
歌
を
撰
ん
だ
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
の
「
片
岡
山
説
話
」
は
伝
承
の
過
程
で
大
な
り
小
な
り
異
同
が
生
じ
て
お
り
、
同
系
の
説
話
と
は
い
え
一
ま
と
め
に
同
じ
話
と
し
て
捉
え
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
拾
遺
集
』
の
二
首
を
解
釈
す
る
た
め
に
は
、『
拾
遺
集
』
撰
者
が
こ
の
和
歌
を
撰
ぶ
に
あ
た
り
依
拠
し
た
資
料
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
の
「
片
岡
山
説
話
」
を
収
め
て
い
る
の
は
『
書
紀
』
の
ほ
か
、『
伝
暦
』
の
よ
う
な
伝
記
と
、『
霊
異
記
』
の
よ
う
な
仏
教
説
話
集
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
成
立
が
『
拾
遺
集
』
成
立
の
年
を
降
る
も
の
を
除
外
す
る
と
、『
書
紀
』『
霊
異
記
』『
七
代
記
』『
補
闕
記
』
『
伝
暦
』『
三
宝
絵
詞
』（
以
下
『
絵
詞
』）『
日
本
往
生
極
楽
記
』（
以
下
『
極
楽
記
』）
が
考
察
す
べ
き
対
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
、
飢
人
歌
の
原
拠
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と
な
っ
た
、
伊
加
留
我
乃
。
止
美
能
乎
何
波
乃
。
多
叡
波
許
曾
。
和
何
於
保
支
美
乃
。
彌
奈
和
須
良
叡
米
。
を
「
上
宮
薨
時
。
巨
勢
三
杖
大
夫
歌
。」
と
し
て
載
せ
る
『
法
王
帝
説(7)
』
や
、
伊
藤
博
氏(8)
が
「
書
紀
の
話
と
類
似
す
る
縁
起
を
伴
い
な
が
ら
、
万
葉
人
の
間
に
語
り
継
が
れ
た
歌
語
り
を
、こ
の
よ
う
な
形
で
収
録
し
た
も
の
に
違
い
あ
る
ま
い
」
「
書
紀
的
傳
承
の
單
な
る
〝
異
傳
〞
で
は
な
く
て
企
圖
を
も
つ
た
〝
改
作
〞
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
た
『
万
葉
集
』
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
あ
る
。
ま
ず
、
前
に
挙
げ
た
『
拾
遺
集
』
の
問
答
歌
に
対
応
す
る
「
片
岡
山
説
話
」
の
各
本
文
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
歌
の
有
無
の
ほ
か
に
も
表
現
や
話
の
構
成
に
お
い
て
、
相
違
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
試
み
に
こ
の
相
違
の
う
ち
い
く
つ
か
に
つ
い
て
表
に
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
右
の
表
か
ら
言
え
る
の
は
、
①
片
岡
山
を
「
片
岡
村
」
と
し
、
太
子
の
乗
物
を
「
轝
」
と
す
る
な
ど
、
『
霊
異
記
』
の
本
文
が
他
に
見
ら
れ
な
い
特
異
な
本
文
で
あ
る
。
②
『
書
紀
』
と
『
七
代
記
』
の
相
違
は
、
答
歌
の
有
無
の
み
で
、
細
か
な
表
現
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
③
『
補
闕
記
』
と
『
伝
暦
』
は
ほ
ぼ
同
一
の
本
文
を
有
し
、『
書
紀
』『
七
代
記
』
の
本
文
と
は
異
同
が
大
き
い
。
ま
た
、『
絵
詞
』
及
び
『
極
楽
記
』
は
『
補
闕
記
』『
伝
暦
』
の
本
文
を
簡
素
化
し
た
よ
う
な
本
文
を
有
す
る
。
⑤
『
拾
遺
集
』
の
本
文
は
『
補
闕
記
』『
伝
暦
』
の
本
文
と
相
似
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
土
橋
寛
氏(9)
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
日
本
霊
異
記
』
が
他
の
太
子
伝
記
と
異
な
っ
た
編
纂
意
識
の
下
で
編
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
②
は
、『
七
代
記
』
の
「
片
岡
山
説
話
」
が
『
日
本
書
紀
』
の
そ
れ
を
元
に
成
長
発
展
し
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は
、『
補
闕
記
』
と
『
伝
暦
』、
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返
歌
の
様
子
か
け
る
言
葉
与
え
る
物
太
子
の
乗
物
場
所
巡
行
の
様
子
飲
食
／
衣
裳
ナ
シ
於
片
岡
遊
行
七
代
記
起
首
進
答
曰
可
々
怜
々
何
為
人
耶
如
此
而
臥
紫
御
袍
馬
枉
道
入
於
片
岡
山
邊
道
人
家
巡
看
補
闕
記
│
│
│
│
│
安
臥
飲
食
／
衣
裳
ナ
シ
於
片
岡
遊
行
書
紀
書
以
立
墓
戸
倶
語
之
問
訊
衣
轝
片
岡
村
之
路
側
遊
観
幸
行
霊
異
記
即
奉
和
歌
曰
安
臥
拾
遺
集
飢
人
起
首
答
和
曰
可
憐
紫
御
袍
ナ
シ
ナ
シ
巡
撿
極
楽
記
う
ゑ
人
か
し
ら
を
も
た
げ
て
御
返
し
を
た
て
ま
つ
る
ナ
シ
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
御
ぞ
馬
高
岡
山
辺
道
人
の
家
ナ
シ
紫
御
袍
驪
駒
枉
道
入
於
片
岡
山
邊
道
人
家
巡
看
伝
暦
飢
人
頭
持
挙
奉
返
語
（
言
葉
は
記
載
な
し
）
紫
上
御
衣
黒
駒
片
岳
山
道
之
邊
ナ
シ
絵
詞
飢
人
起
首
進
答
歌
曰
可
怜
可
怜
何
爲
人
耶
於
此
而
臥
そ
れ
ぞ
れ
の
「
片
岡
山
説
話
」
が
同
一
の
資
料
を
元
に
別
々
に
書
か
れ
た
か
、
あ
る
い
は
年
代
的
に
降
る
『
伝
暦
』
が
『
補
闕
記
』
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
か
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
述
す
る
）。『
書
紀
』
『
七
代
記
』
の
「
片
岡
山
説
話
」（
こ
れ
ら
を
『
書
紀
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
と
称
す
る
）
と
比
較
す
る
と
異
同
が
大
き
い
の
は
、
原
拠
と
な
っ
た
資
料
に
既
に
大
幅
な
異
同
が
見
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
『
補
闕
記
』
に
お
い
て
大
幅
に
手
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。『
補
闕
記
』『
伝
暦
』
以
降
に
書
か
れ
た
『
絵
詞
』『
極
楽
記
』
の
「
片
岡
山
説
話
」
は
こ
の
ど
ち
ら
か
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
④
よ
り
、『
拾
遺
集
』
撰
者
が
依
拠
し
た
の
も
、『
補
闕
記
』『
伝
暦
』
の
系
統
の
「
片
岡
山
説
話
」（
こ
れ
ら
を
『
補
闕
記
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
と
称
す
る
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。『
拾
遺
集
』
の
詞
書
に
は
「
高
岡
山
」
と
あ
る
が
、
他
に
こ
の
説
話
の
舞
台
を
「
高
岡
山
」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、『
八
代
集
抄()
』
の
指
摘
す
る
10
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
片
岡
山
」
の
誤
写
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
2
『
拾
遺
集
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
右
の
帰
結
は
、
中
村
啓
信
氏()
が
「
拾
遺
和
歌
11
集
が
補
闕
記
に
異
る
の
は
、
調
使
麻
呂
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
、
聖
人
説
話
を
欠
い
て
い
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
殊
に
後
者
を
所
有
し
な
い
こ
と
は
、
片
岡
山
説
話
が
太
子
の
聖
性
を
語
る
を
本
緣
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
拾
遺
和
歌
集
を
補
闕
記
の
祖
本
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
を
証
明
し
得
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
同
氏
の
「
逆
に
補
闕
記
の
右
の
二
点
を
省
略
し
て
、
歌
に
重
点
を
置
き
換
え
た
の
が
拾
遺
和
歌
集
の
姿
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
に
即
繋
が
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、『
拾
遺
集
』
が
依
拠
し
た
の
が
、『
補
闕
記
』系
の
ど
の
本
文
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。『
補
闕
記
』
系
の
各
テ
キ
ス
ト
の
、『
拾
遺
集
』
の
問
答
歌
に
相
当
す
る
部
分
に
傍
線
を
施
し
以
下
に
挙
げ
る
。
『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記()
』
12
太
子
己
卯
年
十
一
月
十
五
日
巡
看
山
西
科
長
山
本
陵
處
。
還
向
之
時
。
即
日
申
時
。
枉
道
入
於
片
岡
山
邊
道
人
家
。
即
有
飢
人
臥
道
頭
。
去
三
丈
許
。
太
子
之
馬
至
此
不
進
。
雖
鞭
猶
駐
。
太
子
自
言
。
哀
々
。
用
音
。
即
下
馬
。
舎
人
調
使
麻
呂
握
取
御
杖
。
近
飢
人
下
臨
而
語
之
。
可
々
怜
々
。
何
為
人
耶
。
如
此
而
臥
。
即
脱
紫
御
袍
覆
其
人
身
。
賜
歌
曰
。
科
照
。
片
岡
山
爾
。
飯
爾
飢
天
。
居
耶
世
屢
。
四
字
以
音
。
其
旅
人
。
可
怜
祖
無
爾
。
那
禮
二
字
以
音
成
梨
來
也
。
刺
竹
乃
。
君
波
也
旡
母
。
飯
爾
飢
氐
。
居
耶
世
屢
。
其
旅
人
可
怜
。
此
歌
以
夷
振
歌
之
。
起
首
進
答
曰
斑
鳩
乃
。
富
乃
小
川
乃
。
絶
者
己
曾
。
我
王
乃
。
御
名
忘
也
米
。
『
聖
徳
太
子
伝
暦()
』
13
太
子
命
駕
。
巡
看
山
西
科
長
山
本
墓
處
。
還
向
之
時
。
即
日
申
時
。
枉
道
入
於
片
岡
山
邊
道
人
家
。
即
有
飢
人
臥
道
頭
。
去
三
丈
許
。
驪
駒
此
屆
不
進
。
太
子
加
鞭
。
逡
巡
猶
駐
。
太
子
自
言
。
哀
々
用
音
即
下
馬
。
舎
人
調
子
麿
走
進
獻
杖
。
太
子
歩
近
飢
人
之
上
臨
語
之
。
可
怜
可
怜
。
何
爲
人
耶
。
於
此
而
臥
。
即
脱
紫
御
袍
覆
飢
人
身
。
賜
歌
曰
。
支
那
照
耶
。
片
岡
山
迩
飯
迩
飢
而
。
臥
其
旅
人
。
可
怜
。
祖
无
迩
汝
成
介
米
耶
。
刺
竹
之
君
速
无
母
。
飯
飢
而
臥
其
旅
人
可
怜
。
飢
人
起
首
。
進
答
歌
曰
。
斑
鳩
之
。
富
小
河
之
絶
者
社
。
我
王
之
。
御
名
者
忘
目
。
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『
三
宝
絵
詞()
』
14
太
子
自
難
波
歸
京
片
岳
山
道
之
邊
飢
人
臥
黒
駒
不
歩
留
太
子
自
馬
下
語
脱
紫
上
御
衣
覆
賜
歌
云
科
照
哉
片
岳
山
飢
亭
臥
留
其
旅
人
哀
祖
那
芝
干
那
礼
難
利
斤
如
哉
指
竹
乃
君
哉
幾
飯
飢
亭
臥
留
旅
人
哀
飢
人
頭
持
挙
奉
返
斑
鳩
野
鵄
乃
小
川
能
絶
波
故
曽
我
大
君
能
御
名
忘
馬
『
日
本
往
生
極
楽
記()
』
15
太
子
命
駕
巡
撿
遺
墓
。
歸
有
飢
人
。
臥
于
道
邊
。
太
子
歩
近
飢
人
語
曰
。
可
憐
。
即
脱
紫
御
袍
覆
之
。
即
賜
歌
曰
。
斯
那
提
留
夜
。
可
多
乎
可
夜
摩
邇
。
伊
比
邇
宇
惠
底
。
許
夜
世
留
。
諸
能
他
比
比
等
阿
波
禮
。
於
夜
奈
之
邇
。
奈
禮
奈
利
介
迷
夜
。
値
須
陀
気
乃
。
岐
彌
波
夜
奈
告
母
。
伊
比
邇
宇
惠
天
。
許
夜
世
留
。
諸
能
多
比
比
等
安
波
禮
。
飢
人
起
首
答
和
曰
。
伊
河
留
賀
能
。
等
美
乃
乎
何
波
能
。
多
延
波
許
曾
。
和
賀
於
保
■
彌
能
。
美
奈
和
須
良
禮
米
。
右
に
挙
げ
た
本
文
の
傍
線
部
を
、
対
応
す
る
『
拾
遺
集
』
の
本
文
と
共
に
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。（
上
か
ら
『
補
闕
記
』
／
『
伝
暦
』
／
『
絵
詞
』
／
『
極
楽
記
』
の
順
に
挙
げ
た
）
Ａ
聖
徳
太
子
高
岡
山
辺
道
人
の
家
に
お
は
し
け
る
に
、
太
子
…
片
岡
山
邊
道
人
家
／
太
子
…
片
岡
山
邊
道
人
家
／
太
子
…
片
岳
山
道
之
邊
／
太
子
Ｂ
餓
ゑ
た
る
人
み
ち
の
ほ
と
り
に
ふ
せ
り
、
即
有
飢
人
、
臥
道
頭
／
即
有
飢
人
臥
道
頭
／
飢
人
臥
／
有
飢
人
。
臥
于
道
邊
Ｃ
太
子
の
の
り
た
ま
へ
る
馬
と
ど
ま
り
て
ゆ
か
ず
、
太
子
之
馬
至
此
不
進
／
驪
駒
此
屆
不
進
／
黒
駒
不
歩
留
／
ナ
シ
Ｄ
ぶ
ち
を
あ
げ
て
う
ち
た
ま
へ
ど
も
し
り
へ
し
り
ぞ
き
て
と
ど
ま
る
、
雖
鞭
猶
駐
／
太
子
加
鞭
逡
巡
猶
駐
／
留
／
ナ
シ
Ｅ
太
子
す
な
は
ち
馬
よ
り
お
り
て
、
即
下
馬
／
即
下
馬
／
太
子
自
馬
下
／
ナ
シ
Ｆ
う
ゑ
た
る
人
の
も
と
に
あ
ゆ
み
す
す
み
た
ま
ひ
て
、
近
飢
人
下
／
太
子
歩
近
飢
人
之
上
／
ナ
シ
／
太
子
歩
近
飢
人
Ｇ
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
御
ぞ
を
ぬ
ぎ
て
う
ゑ
ひ
と
の
う
へ
に
お
ほ
ひ
た
ま
ふ
、
即
脱
紫
御
袍
覆
其
人
身
／
即
脱
紫
御
袍
覆
飢
人
身
／
脱
紫
上
御
衣
覆
／
即
脱
紫
御
袍
覆
之
Ｈ
う
た
を
よ
み
て
の
た
ま
は
く
賜
歌
曰
／
賜
歌
曰
／
賜
歌
云
／
賜
歌
曰
Ｉ
う
ゑ
人
か
し
ら
を
も
た
げ
て
、
起
首
／
飢
人
起
首
／
飢
人
頭
持
挙
／
飢
人
起
首
Ｊ
御
返
し
を
た
て
ま
つ
る
進
答
曰
／
進
答
歌
曰
／
奉
返
／
答
和
曰
前
述
し
た
よ
う
に
、『
絵
詞
』
及
び
『
極
楽
記
』
の
本
文
は
、『
補
闕
記
』
系
の
本
文
を
簡
素
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
『
補
闕
記
』
系
の
本
文
を
簡
素
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
拾
遺
集
』
の
本
文
と
は
自
ず
と
似
通
っ
た
も
の
と
な
る
が
、
三
者
を
比
較
す
る
と
、『
絵
詞
』
及
び
『
極
楽
記
』
の
本
文
は
『
拾
遺
集
』
の
本
文
よ
り
も
全
体
的
に
簡
略
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
絵
詞
』
あ
る
い
は
『
極
楽
記
』
に
依
拠
し
て
『
拾
遺
集
』
が
書
か
れ
た
と
い
う
経
路
を
想
定
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す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、『
補
闕
記
』
及
び
『
伝
暦
』
と
『
拾
遺
集
』
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｈ
で
は
、『
補
闕
記
』『
伝
暦
』
共
に
同
一
で
あ
っ
て
、『
拾
遺
集
』
と
も
密
接
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
の
『
拾
遺
集
』「
太
子
の
の
り
た
ま
へ
る
馬
」
に
つ
い
て
は
、『
補
闕
記
』
が
「
太
子
之
馬
」、『
伝
暦
』
は
「
驪
駒
」
と
し
て
お
り
、『
補
闕
記
』
の
方
に
近
接
し
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
続
く
「
と
ど
ま
り
て
ゆ
か
ず
」
の
部
分
は
、『
補
闕
記
』
が
「
至
此
不
進
」、『
伝
暦
』
が
「
此
屆
不
進
」
で
あ
り
、
「
屆
」
は
「
行
き
な
や
む
」
と
か
「
と
ま
る
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、『
伝
暦
』
の
方
に
近
接
し
た
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｄ
は
『
補
闕
記
』
が
「
雖
鞭
猶
駐
」
と
簡
潔
に
記
す
の
に
対
し
、『
伝
暦
』
は
「
太
子
加
鞭
逡
巡
猶
駐
」
と
い
う
よ
う
に
よ
り
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
『
伝
暦
』
に
お
け
る
「
逡
巡
」
と
い
う
語
が
、『
拾
遺
集
』
で
は
「
し
り
へ
し
り
ぞ
き
て
」
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｆ
も
Ｄ
同
様
、『
伝
暦
』
が
『
補
闕
記
』
に
「
歩
」
の
語
を
加
え
て
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
『
拾
遺
集
』
の
「
あ
ゆ
み
す
す
め
た
ま
ひ
て
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
太
子
が
近
付
い
た
の
が
「
飢
人
下
」
な
の
か
、「
飢
人
之
上
」
な
の
か
と
い
う
相
違
も
存
す
る
。
こ
れ
は
、
歩
み
寄
る
太
子
と
臥
せ
る
飢
人
と
の
位
置
関
係
、あ
る
い
は
身
分
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、書
記
す
る
際
に「
下
」
で
は
な
く
「
上
」
に
改
変
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
当
然
「
歩
近
飢
人
之
上
」
を
字
義
通
り
に
「
う
ゑ
た
る
人
の
う
へ
に
あ
ゆ
み
す
す
み
た
ま
ひ
て
」
な
ど
と
解
釈
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
漢
字
文
に
お
い
て
「
下
」
と
表
記
さ
れ
て
い
よ
う
が
、「
上
」
と
表
記
さ
れ
て
い
よ
う
が
、
意
味
と
し
て
は
餓
人
の
そ
ば
へ
歩
み
寄
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
仮
名
文
に
お
い
て
は
「
う
ゑ
た
る
人
の
も
と
に
」
と
表
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
Ｇ
に
お
け
る
相
違
は
「
覆
其
人
身
」
と
「
覆
飢
人
身
」
と
で
あ
る
。『
拾
遺
集
』
の
本
文
は
「
う
ゑ
ひ
と
の
う
へ
に
お
ほ
ひ
た
ま
ふ
」
な
の
で
、『
伝
暦
』
の
「
覆
飢
人
身
」
に
近
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
Ｉ
の
「
う
ゑ
人
か
し
ら
を
も
た
げ
て
」
の
部
分
は
、『
補
闕
記
』
が
「
起
首
」
と
の
み
あ
る
の
に
対
し
て
『
伝
暦
』
は
「
飢
人
」
の
語
を
補
っ
て
お
り
、『
伝
暦
』
の
本
文
が
『
拾
遺
集
』
に
よ
り
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
一
番
近
い
の
は
『
絵
詞
』
の
「
飢
人
頭
持
挙
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
補
闕
記
』『
伝
暦
』
の
「（
飢
人
）
起
首
」
よ
り
も
日
本
的
な
漢
字
文
の
語
順
と
な
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
『
拾
遺
集
』
の
「
う
ゑ
人
か
し
ら
を
も
た
げ
て
」
を
漢
字
文
に
再
変
換
し
た
経
路
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う()
。
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Ｊ
に
つ
い
て
も
同
様
に
、『
補
闕
記
』『
伝
暦
』
の
相
違
は
「
歌
」
の
一
字
の
有
無
で
あ
る
が
、『
絵
詞
』
は
「
奉
返
」
と
な
っ
て
お
り
、『
拾
遺
集
』
の
本
文
か
ら
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る
。
以
上
、
各
本
文
を
比
較
す
る
と
、『
拾
遺
集
』
の
本
文
が
最
も
近
接
し
て
い
る
の
は
『
伝
暦
』
の
本
文
で
あ
り
、
よ
っ
て
『
拾
遺
集
』
が
直
接
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
『
伝
暦
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
田
中
嗣
人
氏()
が
、「
太
子
伝
は
、
こ
の
『
伝
暦
』
で
も
っ
て
一
時
期
を
画
す
る
こ
と
17
に
な
り
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
伝
暦
』
が
以
後
の
太
子
伝
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
そ
れ
は
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
『
拾
遺
集
』
に
し
て
も
同
様
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
3
さ
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
『
拾
遺
集
』
の
直
接
の
原
拠
が
『
伝
暦
』
で
あ
る
－ 65 －
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
の
、『
拾
遺
集
』に
対
応
す
る
部
分
に
関
し
て
は
、大
き
な
異
同
の
な
か
っ
た
『
補
闕
記
』
と
『
伝
暦
』
で
あ
る
が
、
そ
の
直
後
に
記
さ
れ
る
後
日
譚
に
於
い
て
、
両
者
の
間
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
書
紀
』
系
の
『
七
代
記()
』
に
お
い
て
は
、
飢
人
歌
の
後
、
18
數
日
之
後
、
皇
太
子
遣
使
令
視
飢
者
、
使
人
還
來
而
曰
、
飢
者
既
死
、
爰
皇
太
子
興
悲
哀
心
、
則
因
以
葬
埋
於
當
處
、
固
封
墓
也
、
後
皇
太
子
召
近
習
者
、
謂
之
曰
、
先
日
臥
于
道
飢
者
、
其
非
凡
夫
、
必
眞
人
也
、
遣
使
令
視
、
於
是
使
者
還
來
之
曰
、
到
於
墓
所
而
視
之
、
封
埋
勿
動
、
乃
明
以
見
、
屍
骨
既
空
、
唯
衣
服
疊
置
棺
上
、
於
是
皇
太
子
更
返
使
者
、
令
取
其
衣
、
如
常
且
服
矣
、
時
人
太
異
之
曰
、
聖
之
知
聖
、
其
實
乎
哉
、
彼
飢
者
盖
是
達
摩
歟
と
記
さ
れ
て
お
り
、
問
答
歌
を
交
わ
し
た
数
日
後
に
太
子
が
飢
人
の
様
子
を
見
に
行
か
せ
る
と
既
に
飢
人
は
死
ん
で
お
り
、
太
子
は
哀
れ
み
悲
し
ん
で
飢
人
を
埋
葬
さ
せ
、
墓
に
は
固
く
封
を
す
る
。
さ
ら
に
後
に
な
っ
て
太
子
は
近
習
の
物
に
「
先
日
の
飢
人
は
唯
者
で
は
あ
る
ま
い
」
と
言
っ
て
墓
を
見
に
行
か
せ
る
と
、
墓
の
封
は
そ
の
ま
ま
で
、
中
の
屍
骨
の
み
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
衣
服
（
太
子
が
飢
人
に
施
し
た
）
が
棺
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
。
使
い
が
太
子
の
元
へ
戻
る
と
、
太
子
は
そ
の
衣
を
取
り
、
常
の
よ
う
に
着
用
し
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
補
闕
記
』
で
は
、
飢
人
之
形
、
面
長
頭
大
兩
耳
亦
長
、
目
細
而
長
。
開
目
而
看
、
内
有
金
光
異
人
、
大
有
奇
相
。
亦
其
身
太
香
。
命
麻
呂
曰
。
彼
人
香
哉
。
麻
呂
啓
太
香
。
命
曰
。
汝
者
壽
可
延
長
。
飢
人
太
子
相
語
數
十
言
。
舎
人
等
不
知
其
意
。
了
即
死
。
太
子
大
悲
。
即
命
厚
葬
。
多
賜
歛
物
、
造
墓
高
大
。
時
大
臣
馬
子
宿
禰
已
下
、
王
臣
大
夫
等
咸
奉
譏
曰
、
殿
下
雖
大
聖
、
而
有
不
能
之
事
。
道
頭
飢
是
卑
賤
者
、
何
以
下
馬
、
與
彼
相
語
、
亦
賜
詠
歌
。
及
其
死
無
由
厚
葬
。
何
能
治
大
夫
已
下
耶
。
太
子
召
所
譏
大
夫
七
人
、命
曰
、
卿
等
七
人
、
往
片
岡
山
開
墓
看
。
七
大
夫
等
依
命
、
退
往
開
墓
。
而
有
其
屍
。
棺
内
大
香
。
所
歛
御
衣
■
新
賜
彩
帛
等
帖
在
棺
上
。
唯
太
子
所
賜
紫
袍
者
無
。
七
大
夫
等
看
之
、大
奇
嘆
聖
徳
。
還
來
報
命
。
太
子
日
夕
詠
歌
、
慕
戀
飢
人
。
即
遣
舎
人
取
衣
服
、
而
御
之
如
故
。
と
あ
り
、
飢
人
歌
の
後
に
、
飢
人
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
そ
の
直
後
に
太
子
が
飢
人
と
数
十
言
話
を
交
わ
し
た
が
、
周
り
の
も
の
は
そ
の
意
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
両
者
が
話
終
え
る
と
飢
人
は
死
ぬ
の
で
あ
る
。
飢
人
が
死
ぬ
と
太
子
は
悲
し
み
、
贈
り
物
を
し
、
高
大
な
墓
を
造
り
埋
葬
す
る
。
そ
れ
を
見
た
馬
子
ら
臣
下
の
者
は
、
太
子
ほ
ど
の
高
貴
の
人
が
道
端
の
飢
人
の
為
に
下
馬
し
声
を
か
け
ま
た
歌
を
賜
っ
た
り
、
死
ん
だ
後
は
厚
く
埋
葬
し
て
い
る
の
が
何
故
な
の
か
解
ら
な
い
。
太
子
は
こ
の
臣
下
の
者
（
七
大
夫
）
に
、
片
岡
山
に
行
っ
て
墓
を
見
て
来
る
よ
う
に
命
じ
る
。
七
人
の
大
夫
が
行
っ
て
墓
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
屍
が
あ
り
、
棺
の
中
は
大
変
香
ば
し
か
っ
た
。
ま
た
太
子
が
贈
っ
た
物
は
棺
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
が
、
太
子
の
賜
っ
た
紫
袍
だ
け
が
な
か
っ
た
、
と
語
ら
れ
て
い
る
。
一
方
『
伝
暦
』
で
は
、
飢
人
之
形
。
面
長
頭
大
。
両
耳
長
。
目
細
長
。
開
目
。
内
有
金
光
。
異
於
常
人
。
復
身
躰
太
香
。
非
人
之
所
嗅
。
太
子
問
麿
曰
。
彼
人
香
否
。
麿
對
曰
。
太
香
。
太
子
曰
。
汝
麿
者
命
可
延
長
。
飢
人
與
太
子
。
相
語
數
十
言
。
舎
人
左
右
不
識
其
意
。
還
宮
後
。
遣
使
視
之
。
使
復
啓
曰
。
飢
人
既
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死
去
。
太
子
大
悲
。
使
厚
葬
埋
。
造
墓
高
大
。
于
時
大
臣
馬
子
宿
禰
七
大
夫
等
皆
譏
曰
。
殿
下
聖
徳
難
測
。
妙
跡
易
迷
。
而
道
頭
飢
人
是
卑
賤
者
。
何
以
下
馬
與
彼
相
語
。
復
賜
詠
歌
。
及
其
死
也
。
无
状
厚
塟
。
何
以
能
治
天
下
大
夫
己
下
之
臣
。
太
子
聞
之
。
即
召
七
大
夫
譏
者
命
曰
。
卿
等
。
宜
往
片
岡
。
發
墓
看
之
。
七
大
夫
等
受
命
。
往
開
棺
無
有
其
屍
。
棺
内
太
香
。
所
賜
歛
物
彩
帛
等
。
帖
在
棺
上
。
唯
太
子
所
賜
紫
袍
者
無
。
七
大
夫
等
看
而
大
奇
之
。
深
嘆
聖
徳
不
可
思
議
。
還
向
報
命
。
太
子
日
夕
戀
慕
。
常
誦
其
歌
。
即
遣
舎
人
。
取
所
歛
衣
服
。
而
御
之
如
故
。
と
な
っ
て
い
て
、
前
掲
の
『
補
闕
記
』
と
比
較
す
る
と
、
細
か
な
表
現
に
相
違
が
見
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
構
成
、
用
語
等
一
致
す
る
点
も
多
い
）
ほ
か
、
ⓐ
『
補
闕
記
』
で
は
太
子
と
問
答
を
交
わ
し
た
直
後
に
飢
人
が
死
ぬ
の
に
対
し
、『
伝
暦
』
で
は
太
子
が
「
還
宮
後
」
に
使
い
を
遣
わ
し
て
飢
人
の
死
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
ⓑ
『
補
闕
記
』
は
屍
が
あ
っ
て
太
子
が
賜
っ
た
衣
だ
け
が
無
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
伝
暦
』
で
は
屍
も
衣
も
無
く
な
っ
て
い
る
。
の
二
点
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ⓐ
ⓑ
に
見
ら
れ
る
『
補
闕
記
』
の
特
徴
は
、
他
の
「
片
岡
山
説
話
」
の
ど
の
本
文
に
も
見
ら
れ
ず
、
一
方
の
『
伝
暦
』
の
記
述
は
『
書
紀
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
に
も
共
通
す
る
記
述
で
あ
る
。『
補
闕
記
』
の
本
文
で
は
、
七
大
夫
が
墓
を
開
い
た
と
き
に
「
有
其
屍
」
と
当
た
り
前
の
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
記
す
な
ど
、
不
自
然
な
点
が
多
い
。
恐
ら
く
、『
補
闕
記
』作
者
に
よ
っ
て
、原
拠
と
な
る「
片
岡
山
説
話
」
に
あ
る
程
度
加
筆
・
改
変
が
な
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
即
ち
、『
書
紀
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
の
他
、『
補
闕
記
』
系
の
資
料
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る()
『
調
使
家
記
』
に
お
い
て
も
、
太
子
が
飢
人
の
死
を
知
る
の
は
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「
還
宮
後
」
で
あ
り
、
墓
を
開
い
た
と
き
「
無
有
其
屍
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
伝
暦
』
の
「
片
岡
山
説
話
」
が
『
補
闕
記
』
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
細
か
い
表
現
の
差
異
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
前
述
の
、
太
子
と
飢
人
の
問
答
の
場
面
で
も
、
太
子
之
馬
至
此
不
進
。
雖
鞭
猶
駐
。
太
子
自
言
。
哀
々
。
用
音
。
即
下
馬
。
舎
人
調
使
麻
呂
握
取
御
杖
。
近
飢
人
下
臨
而
語
之
。
可
々
怜
々
。（『
補
闕
記
』）
驪
駒
此
屆
不
進
。
太
子
加
鞭
。
逡
巡
猶
駐
。
太
子
自
言
。
哀
々
用
音
即
下
馬
。
舎
人
調
子
麿
走
進
獻
杖
。
太
子
歩
近
飢
人
之
上
臨
語
之
。
可
怜
可
怜
。（『
伝
暦
』）
の
よ
う
に
、
表
現
に
違
い
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
後
半
部
分
で
は
表
現
の
相
違
は
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
兩
耳
亦
長
、
目
細
而
長
。
開
目
而
看
（『
補
闕
記
』）
／
両
耳
長
。
目
細
長
。
開
目
（『
伝
暦
』）
七
大
夫
等
看
之
、
大
奇
嘆
聖
徳
（『
補
闕
記
』）
／
七
大
夫
等
看
而
大
奇
之
。
深
嘆
聖
徳
不
可
思
議
（『
伝
暦
』）
右
の
よ
う
に
、「
而
」
や
「
亦
」
な
ど
の
文
字
は
両
者
に
お
い
て
出
入
り
が
見
ら
れ
、
ま
た
『
補
闕
記
』
に
は
「
多
賜
歛
物
」
と
あ
っ
て
、
墓
を
造
っ
た
と
き
に
副
葬
品
を
多
く
贈
っ
た
と
さ
れ
る
部
分
が
『
伝
暦
』
に
は
な
く
、
さ
ら
に
、
時
大
臣
馬
子
宿
禰
已
下
、
王
臣
大
夫
等
咸
奉
譏
曰
（『
補
闕
記
』）
／
于
時
大
臣
馬
子
宿
禰
七
大
夫
等
皆
譏
曰
（『
伝
暦
』）
右
の
文
章
で
は
、『
補
闕
記
』
に
「
七
」
の
文
字
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
両
者
の
相
違
は
多
岐
に
わ
た
る
。
あ
る
い
は
、
一
方
が
も
う
一
方
を
改
変
し
た
と
い
う
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性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
同
一
の
資
料
か
ら
別
々
に
両
者
が
記
さ
れ
た
為
に
生
じ
た
相
違
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
原
拠
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
調
使
家
記
』
は
現
存
し
な
い
の
で
、
ど
ち
ら
が
よ
り
原
拠
に
近
い
形
な
の
か
は
断
定
し
か
ね
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
補
闕
記
』
の
ⓐ
ⓑ
の
二
つ
の
特
徴
は
他
の
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
不
自
然
な
点
が
多
い
の
で
、『
補
闕
記
』
に
お
い
て
原
拠
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
一
方
の
『
伝
暦
』
は
、
田
中
氏()
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
諸
々
の
太
子
伝
を
集
成
し
、
合
理
化
を
加
え
た
も
20
の
で
、
そ
の
意
味
で
、
以
降
の
太
子
伝
に
受
け
容
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
言
う
と
、『
補
闕
記
』
は
、
ⓐ
ⓑ
の
二
点
に
お
い
て
、
他
の
「
片
岡
山
説
話
」
に
見
ら
れ
な
い
特
異
な
本
文
に
改
変
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
以
後
の
「
片
岡
山
説
話
」
の
基
準
と
な
り
得
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
絵
詞
』
や
『
極
楽
記
』
の
「
片
岡
山
説
話
」
後
半
部
分
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
も
ⓐ
ⓑ
で
は
『
伝
暦
』
と
同
じ
形
を
と
っ
て
い
る
。『
絵
詞
』
に
し
ろ
『
極
楽
記
』
に
し
ろ
、
原
拠
と
し
た
の
は
『
伝
暦
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、『
補
闕
記
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
を
単
純
に
系
図
に
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。


上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
調
使
家
記



三
宝
絵
詞


聖
徳
太
子
伝
暦




日
本
往
生
極
楽
記


拾
遺
集
た
だ
し
、
直
接
的
な
原
拠
を
こ
の
よ
う
に
想
定
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
祖
本
と
し
て
定
位
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
説
話
の
土
台
と
し
て
『
書
紀
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
が
在
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
例
え
ば
『
補
闕
記
』
系
の
構
造
で
あ
る
『
極
楽
記
』
に
し
て
も
、
二
首
の
表
記
に
用
い
ら
れ
て
い
る
字
母
は
『
七
代
記
』
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、『
極
楽
記
』
作
者
が
『
七
代
記
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、『
伝
暦
』
に
し
て
も
『
七
代
記
』
を
引
用
し
て
の
注
記
が
見
ら
れ
る
の
で
、『
七
代
記
』
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
右
の
系
図
は
、
あ
く
ま
で
説
話
の
構
成
上
、
最
も
影
響
を
受
け
た
元
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
4
と
こ
ろ
で
、『
補
闕
記
』
と
『
伝
暦
』
に
は
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
ⓐ
ⓑ
の
二
点
以
外
に
も
大
き
な
相
違
が
存
す
る
。
そ
れ
は
「
飢
人
者
、
若
達
磨
歟
」
の
註
文
で
あ
る
。『
伝
暦
』
に
「
七
代
記
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
飢
人
を
禅
宗
の
初
祖
達
磨
で
あ
る
か
と
す
る
注
記
は
、『
七
代
記
』
が
そ
の
始
め
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
片
岡
山
説
話
」
と
達
磨
の
伝
承
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
蔵
中
進
氏()
に
論
考
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
21
（
イ
）
奈
良
末
期
成
立
の
『
七
代
記
』
に
既
に
二
首
を
備
え
た
説
話
の
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
ロ
）
『
七
代
記
』
に
は
『
補
闕
記
』
と
異
な
り
「
彼
飢
者
是
達
摩
歟
」
の
一
文
が
存
す
る
。
（
ハ
）
『
七
代
記
』
と
ほ
ぼ
同
一
の
「
片
岡
山
説
話
」
を
引
く
『
一
心
戒
文
』
の
該
当
箇
所
に
は
「
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
皇
太
子
伝
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
七
代
記
』
成
立
よ
り
も
早
い
成
立
で
奈
良
初
期
あ
る
い
は
藤
原
期
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
な
説
話
の
形
に
な
っ
て
－ 68 －
い
た
。
（
ニ
）
達
摩
尸
解
説
話
の
影
響
下
に
「
片
岡
山
説
話
」
は
形
成
さ
れ
た
。
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
蔵
中
氏
の
「
達
磨
尸
解
説
話
の
影
響
下
に
『
片
岡
山
説
話
』
は
形
成
さ
れ
た
」
と
す
る
（
ハ
）（
ニ
）
に
つ
い
て
、
筆
者
は
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
下
に
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。
関
口
真
大
氏()
に
よ
る
と
、
達
磨
が
西
に
帰
っ
た
伝
承
は
、
開
元
初
年
（
七
一
22
三
）
成
立
と
さ
れ
る
北
宗
禅
の
灯
史
『
傳
法
寶
紀
』
に
初
め
て
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
其
日
、
東
魏
使
宋
雲
、
自
西
来
於
葱
嶺
、
逢
大
師
西
遷
。
謂
汝
國
君
今
日
死
。
雲
、
因
問
法
師
所
歸
、
對
曰
、
後
四
十
年
、
當
有
漢
道
人
流
傳
耳
。
門
人
聞
之
、
發
視
迺
見
空
棺
焉
。
と
あ
る
だ
け
で
、
有
名
な
「
一
隻
履
」
の
話
が
見
ら
れ
る
の
は
、
少
し
後
の
荷
澤
神
會
（
六
七
〇
〜
七
六
二
）
に
よ
る
『
問
答
雜
徴
義
』
か
ら
で
あ
る
。
達
磨
の
伝
記
の
多
く
は
、
こ
の
神
會
に
よ
っ
て
創
作
、
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
中
国
禅
が
北
宗
と
南
宗
と
に
別
れ
た
八
世
紀
頃
に
、
六
祖
慧
能
を
師
と
す
る
神
會
が
、
北
宗
を
排
撃
す
る
過
程
で
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
造
り
だ
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
前
述
の
よ
う
に
、『
傳
法
寶
紀
』
に
も
「
死
後
西
へ
帰
っ
て
行
っ
た
」「
墓
を
開
け
て
み
る
と
棺
の
中
は
空
だ
っ
た
」
と
い
う
記
述
は
あ
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
話
が
、
あ
る
程
度
語
り
継
が
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、『
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
「
聖
徳
太
子
と
聖
人
と
の
邂
逅
譚
」
に
影
響
を
与
え
る
為
に
は
、
よ
り
達
磨
の
聖
性
が
強
調
さ
れ
た
神
會
以
降
の
達
磨
伝
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
だ
い
い
ち
、『
傳
法
寶
紀
』
に
お
け
る
達
磨
伝
と
『
書
紀
』
の
記
述
と
の
共
通
点
は
「
墓
を
開
け
て
み
る
と
棺
の
中
は
空
だ
っ
た
」と
い
う
一
点
の
み
で
、「
唯
見
棺
中
一
隻
履
在
」
や
「
擧
國
始
知
是
聖
人
」
な
ど
、「
片
岡
山
説
話
」
と
共
通
す
る
多
く
の
点
は
、
前
述
の
『
問
答
雜
徴
義
』
に
な
ら
な
い
と
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
養
老
年
間
（
七
二
〇
頃
）
に
成
立
し
た
『
書
紀
』
が
参
照
す
る
た
め
に
は
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
年
）
か
養
老
元
年
（
七
一
七
年
）
の
遣
唐
使
が
『
問
答
雜
徴
義
』
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
そ
れ
ま
で
に
『
問
答
雜
徴
義
』
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
低
く
、
後
者
の
場
合
『
書
紀
』
完
成
間
際
の
こ
と
で
あ
る
の
で
そ
こ
か
ら
『
問
答
雜
徴
義
』
の
内
容
を
組
み
込
む
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
達
磨
伝
の
影
響
の
下
に
「
片
岡
山
説
話
」
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
蔵
中
説
に
は
疑
義
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
達
磨
の
伝
承
に
し
て
も
片
岡
山
説
話
に
し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
「
尸
解
仙
」
の
説
話
を
元
に
、
前
者
は
中
国
で
、
後
者
は
日
本
で
と
い
う
よ
う
に
別
個
に
創
作
さ
れ
、
そ
れ
が
後
世
の
奈
良
末
期
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
同
一
視
さ
れ
た
、
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
聖
徳
太
子
と
南
岳
慧
思
の
伝
承
に
つ
い
て
も
触
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
達
磨
の
伝
承
と
聖
徳
太
子
の
「
片
岡
山
説
話
」
を
取
り
持
つ
の
が
、「
聖
徳
太
子
の
慧
思
後
身
説
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
天
台
宗
の
祖
最
澄
の
弟
子
光
定
は
、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
に
『
伝
述
一
心
戒
文
』
を
撰
述
し
た
が
、
そ
こ
に
は
本
朝
の
聖
徳
太
子
が
、
天
台
大
師
智
顗
の
師
で
あ
る
南
岳
慧
思
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る()
。
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大
日
本
國
聖
徳
太
子
。
生
在
皇
家
。
思
大
師
垂
迹
。
在
皇
太
子
宮
。
隋
代
。
南
岳
衡
山
。
有
思
禪
師
。
常
願
言
。
我
沒
後
必
生
東
國
。
流
博
佛
道
。
其
後
日
本
國
。
有
聖
徳
太
子
。
生
而
聰
慧
。
時
遣
小
野
妹
子
。
聘
隋
天
子
。
即
太
子
教
妹
子
曰
。
向
某
處
取
我
持
法
花
經
并
錫
杖
鉢
來
。
妹
子
－ 69 －
奉
教
。
尋
訪
將
來
。
時
人
皆
云
。
太
子
者
是
思
禪
師
之
後
身
。
蔵
中
氏
は
こ
の
『
伝
述
一
心
戒
文
』
が
引
く
「
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
皇
太
子
伝
」
が
奈
良
初
期
あ
る
い
は
藤
原
期
の
成
立
と
推
定
し
、
そ
の
こ
ろ
既
に
「
片
岡
山
説
話
」
が
二
首
を
併
記
し
た
説
話
の
形
で
あ
っ
た
と
考
察
し
た
。
『
伝
述
一
心
戒
文
』
が
引
く
「
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
皇
太
子
伝
」
に
つ
い
て
は
飯
田
瑞
穂
氏()
が
、
24
『
習
見
聴
諺
集
』
第
九
に
、
永
禄
四
年
九
月
、
興
福
寺
僧
実
暁
が
、
同
寺
東
院
の
書
樻
十
合
を
借
り
て
、
中
の
図
書
の
目
録
を
と
つ
た
も
の
が
記
し
と
ど
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
中
の
「
極
喜
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
樻
に
、
「
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
皇
太
子
亦
名
聖
徳
太
子
傳
釋
明
一
撰
私
云
、
外
題
ニ
ハ
太
子
傳
明
一
撰
如
此
在
之
、
全
ト
見
了
」
と
い
う
書
物
が
お
さ
め
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
明
一
撰
の
太
子
傳
が
「
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
皇
太
子
傳
」
と
い
う
書
名
を
も
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
諸
書
に
ひ
か
れ
る
文
は
、「
七
代
記
」
の
名
で
引
用
さ
れ
た
も
の
も
、「
明
一
傳
」
の
名
で
引
か
れ
た
も
の
も
、
共
に
異
本
太
子
伝
の
中
に
そ
れ
と
同
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
互
い
に
一
致
す
る
部
分
も
多
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
つ
て
、
異
本
太
子
伝
は
、「
七
代
記
」
で
も
あ
り
、「
明
一
傳
」
で
も
あ
っ
た
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
と
し
て
、「
七
代
記
＝
明
一
傳
（
別
名
：
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
皇
太
子
伝
）」
と
い
う
立
場
を
取
り
、
こ
れ
に
対
し
、
田
中
嗣
人
氏()
は
、『
明
一
伝
』
と
『
七
代
記
』
25
に
共
通
す
る
記
事
内
容
で
、
そ
の
表
現
に
相
違
が
み
ら
れ
る
個
所
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、「『
明
一
伝
』
先
行
説
が
極
め
て
妥
当
」
と
し
て
、「『
七
代
記
』
が
『
明
一
伝
』
の
写
本
も
し
く
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
っ
た
と
す
る
旧
説
を
再
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
決
定
づ
け
た
。
『
明
一
伝
』
が
『
七
代
記
』
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
こ
れ
ら
は
同
一
の
書
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
筆
者
は
確
言
す
る
術
を
有
し
な
い
。
し
か
し
、
飯
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
皇
太
子
伝
」
が
「
明
一
伝
」
の
別
称
で
あ
る
の
な
ら
、
蔵
中
氏
の
（
ハ
）
の
よ
う
に
、
そ
の
成
立
を
「
奈
良
初
期
あ
る
い
は
藤
原
期
」
ま
で
遡
る
と
す
る
指
摘
は
不
当
で
あ
る
。
「
聖
徳
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
」
に
話
を
戻
す
と
、
こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
鑑
真
に
随
従
し
た
唐
僧
思
託
ら
に
よ
っ
て
、
天
平
宝
字
年
間
（
7
5
7
〜
7
6
5
）
前
後
に
創
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
夙
に
辻
善
之
助
氏()
に
よ
っ
て
指
摘
26
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
王
勇
氏()
は
、
五
度
の
渡
航
に
失
敗
し
、
視
力
を
失
っ
て
27
ま
で
日
本
に
渡
ろ
う
と
し
た
鑑
真
の
情
熱
は
、
死
後
東
方
の
「
仏
法
無
き
処
」
へ
と
転
生
し
た
と
さ
れ
る
南
岳
慧
思
を
追
う
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
と
推
測
し
、
鑑
真
一
行
が
、
慧
思
の
後
身
を
追
っ
て
は
る
ば
る
と
日
本
に
や
っ
て
き
た
の
は
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
唐
僧
ら
は
十
年
前
に
も
栄
叡
と
普
照
か
ら
聖
徳
太
子
の
こ
と
を
聞
き
、
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
た
の
だ
が
、
今
は
日
本
に
到
着
し
て
奈
良
朝
の
仏
教
界
に
接
す
る
や
、
当
時
の
熱
烈
な
太
子
信
仰
に
目
を
見
張
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鑑
真
僧
団
は
太
子
の
事
績
に
慧
思
と
の
共
通
点
を
多
く
見
出
し
、
こ
の
人
物
こ
そ
慧
思
の
後
身
だ
と
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
鑑
真
渡
来
以
降
に
確
立
し
た
と
さ
れ
る
聖
徳
太
子
を
慧
思
禅
師
の
後
身
と
す
る
説
話
と
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
「
片
岡
山
説
話
」
に
登
場
す
る
飢
人
を
達
磨
で
あ
る
と
見
な
す
『
七
代
記
』
や
『
伝
暦
』
の
－ 70 －
立
場
は
、
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。『
七
代
記
』
に
は
「
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈
思
禅
師
七
代
記
云
」
と
し
て
達
磨
（
摩
）
と
慧
思
と
の
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
往
年
西
國
有
一
婆
羅
門
僧
、
其
名
達
摩
、
此
人
應
化
、
魏
文
帝
即
位
大
和
八
年
歳
次
丁
未
十
月
到
來
漢
地
、
徘
徊
衡
山
、
吟
詠
草
室
、
於
是
達
摩
道
場
之
内
、
六
時
行
道
、
問
思
禅
師
云
、
汝
此
寂
處
幾
年
修
道
、
答
云
、
廿
餘
歳
、
問
何
見
霊
験
、
何
被
威
力
、
答
云
、
不
見
霊
験
、
不
被
威
力
、
達
摩
良
久
歎
息
云
、
禅
定
易
厭
、
濁
世
難
離
、
余
忽
遇
素
交
、
永
滅
塵
劫
之
重
罪
、
暫
随
清
友
、
長
植
來
生
之
勝
因
、
阿
々
師
々
努
々
力
々
、
何
故
化
留
此
山
、
不
遍
十
方
、
所
以
因
果
竝
亡
、
海
東
誕
生
、
彼
國
無
機
、
人
情
麁
悪
、
貪
欲
為
行
、
殺
害
為
食
、
宜
令
宣
揚
正
法
、
諌
止
殺
害
…
関
口
真
大
氏()
は
禅
宗
の
祖
師
と
し
て
の
達
磨
に
つ
い
て
、「
達
磨
の
傳
記
の
28
形
成
の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
素
材
と
な
っ
た
の
は
、
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
│
五
九
七
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
た
上
で
、
さ
て
ま
た
、
禪
宗
祖
師
と
し
て
の
達
磨
と
天
台
大
師
と
の
關
聯
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、こ
こ
に
あ
わ
せ
て
考
慮
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
天
台
大
師
の
師
で
あ
る
南
岳
慧
思
禪
師
に
つ
い
て
で
あ
る
。（
中
略
）
し
か
る
に
天
台
大
師
が
禪
の
一
字
に
佛
法
の
全
骵
を
統
攝
し
た
こ
と
は
、
じ
つ
は
そ
の
師
の
南
岳
慧
思
の
そ
れ
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
續
高
僧
傳
に
は
、
こ
の
南
岳
慧
思
に
つ
い
て
、
南
北
の
禪
宗
に
し
て
、
そ
の
緒
を
承
け
ざ
る
は
罕
な
り
。
と
い
っ
て
い
る
。
南
岳
慧
思
の
思
想
禪
風
が
、
一
面
に
は
、
前
述
の
ご
と
く
に
し
て
天
台
大
師
を
通
じ
、
一
面
に
は
、
詳
玄
賦
と
詳
玄
傳
の
関
係
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
仙
城
慧
命
や
僧
璨
を
通
ず
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
禪
宗
に
影
響
を
生
じ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
と
に
達
磨
が
し
ば
し
ば
毒
害
に
遇
っ
た
と
い
う
傳
説
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
直
接
に
南
岳
慧
思
の
傳
記
に
取
材
し
て
創
作
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
達
磨
と
慧
思
と
は
深
い
繋
が
り
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
達
磨
が
、慧
思
の
転
生
を
語
る『
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈
思
禅
師
七
代
記
』
に
登
場
さ
せ
ら
れ
る
の
も
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
慧
思
の
後
身
で
あ
っ
た
聖
徳
太
子
の
前
に
飢
人
の
姿
で
現
れ
た
の
も
納
得
の
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
以
上
よ
り
、『
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
飢
人
は
、
鑑
真
僧
団
に
よ
っ
て
聖
徳
太
子
が
慧
思
の
後
身
と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
慧
思
と
の
関
連
や
、
そ
の
記
述
内
容
か
ら
達
磨
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
。「
七
代
記
」
以
降
、「
飢
人
＝
達
磨
」と
い
う
思
想
が
広
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
光
定
の『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
「
達
磨
也
」
と
断
定
さ
れ
て
記
さ
れ
た
り
、
成
立
以
降
は
太
子
伝
記
の
基
準
と
な
っ
た
『
伝
暦
』
に
も
「
七
代
記
」
か
ら
引
用
さ
れ
て
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、『
拾
遺
集
』
の
当
該
歌
の
問
題
に
立
ち
返
る
と
、
最
古
の
「
片
岡
山
説
話
」
を
載
せ
る
『
書
紀
』
の
頃
は
と
も
か
く
、
奈
良
末
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
七
代
記
』
以
降
は
「
飢
人
＝
達
磨
」
と
い
う
見
方
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
伝
述
一
心
戒
文
』
や
『
伝
暦
』
に
踏
襲
さ
れ
た
。『
拾
遺
集
』
が
直
接
的
に
引
用
し
た
の
が
『
伝
暦
』
で
あ
る
な
ら
、
当
該
歌
に
お
い
て
は
、「
飢
人
＝
達
磨
」
と
い
う
前
提
で
歌
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
原
清
志
氏
『
釈
教
歌
の
研
究()
』
の
当
該
歌
の
解
説
に
、「
救
世
観
音
の
化
身
29
と
も
い
う
べ
き
聖
徳
太
子
の
、
大
慈
大
悲
の
哀
憐
の
歌
に
対
し
、
絶
対
に
太
子
－ 71 －
の
恩
徳
は
忘
却
し
な
い
と
い
う
餓
人
の
答
歌
と
い
う
形
式
は
王
朝
中
期
の
贈
答
歌
の
一
つ
の
典
型
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
指
摘
さ
れ
る
一
面
と
は
別
に
、
仏
法
守
護
者
と
し
て
の
聖
徳
太
子
と
、
仏
法
伝
播
者
と
し
て
の
達
磨
と
の
問
答
と
い
う
一
面
を
考
慮
し
な
く
て
は
、
当
該
歌
を
真
に
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
5
最
後
に
『
拾
遺
集
』
所
収
の
二
首
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
一
首
目
の
題
詞
で
あ
る
が
、『
伝
暦
』
の
本
文
に
最
も
近
い
本
文
で
あ
る
こ
と
を
既
に
考
察
し
た
。『
書
紀
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
で
は
「
飲
食
」
を
与
え
た
と
さ
れ
る
が
、『
補
闕
記
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
で
は
「
飲
食
」
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
ず
、
た
だ
「
紫
御
袍
」
で
飢
人
を
覆
っ
た
と
の
み
語
ら
れ
る
。
単
に
聖
徳
太
子
の
慈
悲
を
表
す
の
で
あ
れ
ば
、「
飲
食
」
を
施
し
た
と
す
る
方
が
効
果
的
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
省
略
し
た
と
い
う
こ
と
は
、『
補
闕
記
』
系
の
「
片
岡
山
説
話
」
が
単
に
聖
徳
太
子
の
慈
悲
を
語
る
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る()
。
30
さ
て
、
一
首
目
の
「
し
な
て
る
や
」
の
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
和
歌
は
『
拾
遺
集
』
以
前
の
ほ
と
ん
ど
の
「
片
岡
山
説
話
」
で
長
歌
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
即
ち
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
、
斯
那
提
流
箇
多
烏
箇
夜
摩
爾
伊
比
爾
恵
弖
許
夜
勢
屢
諸
能
多
比
等
阿
波
礼
於
夜
那
斯
爾
那
礼
奈
理
鶏
迷
夜
佐
須
陀
気
能
枳
弥
波
夜
那
祇
伊
比
爾
恵
弖
許
夜
勢
留
諸
能
多
比
等
阿
波
礼
（
し
な
て
る
か
た
お
か
や
ま
に
い
ひ
に
ゑ
て
こ
や
せ
る
そ
の
た
ひ
と
あ
は
れ
お
や
な
し
に
な
れ
な
り
け
め
や
さ
す
た
け
の
き
み
は
や
な
き
い
ひ
に
ゑ
て
こ
や
せ
る
そ
の
た
ひ
と
あ
は
れ
）
と
い
う
形
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
万
葉
集
』
及
び
『
拾
遺
集
』
は
こ
の
聖
徳
太
子
詠
歌
を
短
歌
形
式
で
記
載
し
て
い
る
。『
万
葉
集
』
の
短
歌
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
形
か
ら
、
万
葉
人
の
歌
語
り
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
聖
徳
太
子
詠
歌
が
、
企
図
を
も
っ
て
改
変
さ
れ
た
と
す
る
伊
藤
博
氏
の
論
に
従
い
た
い
。
で
は
一
方
の
『
拾
遺
集
』
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
万
葉
集
』
同
様
、
長
歌
か
ら
短
歌
へ
と
形
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
改
変
の
仕
方
は
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
五
・
七
・
五
（
六
）・
七
・
七
と
い
う
音
韻
に
合
わ
せ
て
長
歌
を
分
断
し
、
残
り
を
左
注
に
ま
わ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
に
他
の
「
片
岡
山
説
話
」
の
当
該
歌
を
以
下
に
挙
げ
る
と
、
斯
那
提
留
夜
可
多
乎
可
夜
摩
邇
、
伊
比
邇
宇
惠
底
、
許
夜
世
留
他
〔
比
〕
比
等
、
阿
波
禮
於
夜
奈
志
／
邇
、
奈
禮
奈
利
介
米
夜
、
佐
須
陁
氣
乃
、
岐
彌
波
夜
奈
吉
母
、
伊
比
邇
宇
惠
天
、
許
夜
世
留
諸
能
多
比
等
安
波
禮
〔
七
代
記
〕
科
照
片
岡
山
爾
飯
爾
飢
天
居
耶
世
屢
四
字
以
音
其
旅
人
可
怜
祖
無
／
爾
那
禮
二
字
以
音
成
梨
來
也
。
刺
竹
乃
君
波
也
旡
母
飯
爾
飢
氐
居
耶
世
屢
其
旅
人
可
怜
。〔
補
闕
記
〕
支
那
照
耶
。
片
岡
山
迩
飯
迩
飢
而
。
臥
其
旅
人
。
可
怜
。
祖
无
／
迩
汝
成
介
米
耶
。
刺
竹
之
君
速
无
母
。
飯
飢
而
臥
其
旅
人
可
怜
。〔
伝
暦
〕
科
照
哉
片
岳
山
飢
亭
臥
留
其
旅
人
哀
祖
那
芝
／
干
那
礼
難
利
斤
如
哉
指
竹
乃
君
哉
幾
飯
飢
亭
臥
留
旅
人
哀
〔
絵
詞
〕
斯
那
提
留
夜
。
可
多
乎
可
夜
摩
邇
。
伊
比
邇
宇
惠
底
。
許
夜
世
留
。
諸
能
他
比
比
等
阿
波
禮
。
於
夜
奈
之
／
邇
。
奈
禮
奈
利
介
迷
夜
。
値
須
陀
氣
－ 72 －
乃
。
岐
彌
波
夜
奈
告
母
。
伊
比
邇
宇
惠
天
。
許
夜
世
留
。
諸
能
多
比
比
等
安
波
禮
。
〔
極
楽
記
〕
筆
者
が
施
し
た
「
／
」
の
部
分
で
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、『
書
紀
』
を
含
め
た
右
の
各
「
片
岡
山
説
話
」
該
当
歌
を
見
る
と
、
（
イ
）
「
し
な
て
る
」
の
後
に
係
助
詞
「
や
」
が
表
記
さ
れ
て
い
る
の
が
『
七
代
記
』『
伝
暦
』『
絵
詞
』『
極
楽
記
』。
（
ロ
）
四
句
目
「
こ
や
せ
る
」
を
『
書
紀
』『
七
代
記
』『
補
闕
記
』『
極
楽
記
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
許
夜
勢
屢
」「
許
夜
世
留
」「
居
耶
世
屢
四
字
以
音
」「
許
夜
世
留
」
と
記
す
の
に
対
し
て
、『
伝
暦
』『
絵
詞
』
は
「
臥
」「
臥
留
」
と
記
し
て
い
る
。
の
二
点
が
注
目
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
に
、『
拾
遺
集
』
が
『
伝
暦
』
を
直
接
の
原
拠
と
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
飢
人
が
答
え
た
二
首
目
で
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
飢
人
＝
達
磨
」
で
あ
る
な
ら
、「
絶
対
に
太
子
の
恩
徳
は
忘
却
し
な
い
」
と
す
る
従
来
の
解
釈
で
は
不
十
分
で
あ
る
。「
飢
人
＝
達
磨
」
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
場
合
、「
片
岡
山
説
話
」
に
見
ら
れ
る
太
子
と
飢
人
の
問
答
は
、
南
岳
慧
思
の
後
身
で
あ
る
太
子
と
、
飢
人
に
身
を
や
つ
し
た
達
磨
と
の
問
答
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
前
掲
の
「
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈
思
禅
師
七
代
記
云
」
と
し
て
『
七
代
記
』
に
記
さ
れ
た
、
達
磨
と
慧
思
の
問
答
の
続
き
（
後
日
譚
）
な
の
で
あ
る
。
「
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈
思
禅
師
七
代
記
」
で
は
、
達
磨
は
慧
思
に
「
海
東
誕
生
、
彼
國
無
機
、
人
情
麁
悪
、
貪
欲
為
行
、
殺
害
為
食
、
宜
令
宣
揚
正
法
、
諌
止
殺
害
」
と
言
っ
て
仏
法
を
海
東
の
地
に
弘
め
る
よ
う
勧
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
前
提
に
、「
片
岡
山
説
話
」
の
問
答
を
見
て
い
く
と
、
慧
思
の
後
身
で
あ
る
太
子
の
元
に
、
再
び
達
磨
（
飢
人
）
が
現
れ
た
の
は
、
慧
思
が
果
た
し
て
「
海
東
に
転
生
し
て
正
法
を
宣
揚
し
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
て
海
東
に
転
生
し
た
の
か
を
確
認
す
る
為
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
海
東
の
僻
地
に
仏
法
が
伝
流
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
為
で
あ
っ
た
ろ
う
。
飢
人
の
姿
を
借
り
て
太
子
の
前
に
現
れ
た
達
磨
は
そ
の
こ
と
を
確
認
し
得
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
い
か
る
が
や
と
み
の
を
河
の
た
え
ば
こ
そ
わ
が
お
ほ
き
み
の
み
な
を
わ
す
れ
め
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、「
と
み
の
を
河
」
が
「
た
え
」
て
し
ま
う
と
い
う
上
句
は
、
仏
法
の
伝
流
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
を
暗
に
喩
え
て
い
る
よ
う
に
も
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
下
句
「
わ
が
お
ほ
き
み
の
み
な
」
は
達
磨
が
慧
思
に
対
し
て
「
わ
が
お
ほ
き
み
」
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
仏
教
の
開
祖
で
あ
る
釈
尊
と
見
る
か
、
あ
る
い
は
釈
尊
が
説
か
れ
て
「
真
如
」
と
か
「
法
」
と
か
、
様
々
に
呼
ば
れ
て
い
る
仏
教
真
理
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
見
る
か
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
歌
は
、①
斑
鳩
の
富
緒
川
の
流
れ
が
絶
え
し
ま
っ
た
な
ら
ば
き
っ
と
、我
が
大
君（
＝
あ
な
た
）
の
御
名
（
徳
）
を
忘
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
と
い
う
直
訳
が
あ
り
そ
れ
に
は
、
②
川
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
う
ち
は
、
あ
な
た
の
恩
徳
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
絶
対
に
あ
な
た
の
徳
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）
と
い
う
逆
説
の
歌
意
が
存
在
す
る
。
一
方
で
ま
た
、
達
磨
と
慧
思
と
の
問
答
を
下
敷
き
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
③
仏
法
の
伝
流
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
き
っ
と
、
釈
尊
の
御
名
（
仏
－ 73 －
法
の
真
理
）
を
忘
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
と
い
う
裏
の
歌
意
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
逆
説
的
に
、
④
仏
法
が
海
東
の
地
に
正
し
く
伝
わ
っ
た
の
で
、
釈
尊
の
御
名
（
仏
法
の
真
理
）
が
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
の
歌
意
に
な
る
の
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、「
い
か
る
が
」
の
歌
が
詠
ま
れ
た
当
時
、
あ
る
い
は
最
初
に
記
さ
れ
た
『
法
王
帝
説
』
の
時
点
で
、
③
及
び
④
の
歌
意
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、「
片
岡
山
説
話
」
に
「
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
」
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
、
い
わ
ば
炙
り
出
し
の
文
字
の
様
な
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
「
い
か
る
が
」
の
歌
が
二
首
併
記
の
形
で
「
片
岡
山
説
話
」
に
組
み
込
ま
れ
た
最
初
の
太
子
伝
で
あ
る
『
七
代
記
』
に
お
い
て
既
に
「
彼
飢
者
盖
是
達
摩
歟
」
の
注
記
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
い
か
る
が
」
の
歌
の
み
を
記
し
、
更
に
他
に
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
本
文
を
有
す
る
『
霊
異
記
』
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
、
こ
の
「
い
か
る
が
」
の
歌
が
「
片
岡
山
説
話
」
に
組
み
込
ま
れ
た
背
景
に
は
、
④
の
よ
う
な
裏
の
歌
意
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、『
拾
遺
集
』
所
載
の
「
片
岡
山
説
話
」
の
二
首
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
二
首
は
そ
の
初
出
を
『
書
紀
』『
法
王
帝
記
』
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
釈
教
歌
」
の
始
原
と
し
て
見
る
と
、
か
な
り
早
い
時
期
に
「
釈
教
歌
」
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
書
紀
』『
法
王
帝
記
』
所
載
の
歌
を
、「
釈
教
歌
」
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
二
首
は
単
な
る
「
哀
傷
歌
」
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
釈
教
歌
」
に
な
る
為
に
は
、「
片
岡
山
説
話
」
が
「
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
」
を
取
り
込
む
と
い
う
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
二
首
の
「
釈
教
歌
」
と
し
て
の
始
原
を
、
奈
良
末
期
成
立
の『
七
代
記
』に
ま
で
遡
っ
て
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。『
拾
遺
集
』
の
直
接
の
原
拠
と
な
っ
た
の
は
『
伝
暦
』
で
あ
る
が
、『
伝
暦
』
は
『
七
代
記
』
の
「
彼
飢
者
盖
是
達
摩
歟
」
の
注
記
を
踏
襲
し
て
い
る
し
、
随
所
に
そ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
注(1
)例
え
ば
、
石
原
清
志
『
釈
教
歌
の
研
究
』（
同
朋
舎
昭
和
五
十
五
年
）
に
は
、「
仏
教
と
和
歌
と
の
関
連
は
古
く
、
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
素
材
と
し
て
歌
わ
れ
て
お
り
、
『
仏
足
跡
歌
』
や
『
梁
塵
秘
抄
』
等
に
は
歌
材
の
中
心
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
(2
)和
歌
の
引
用
は
、
角
川
書
店
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り
、
引
用
の
際
そ
の
歌
番
号
を
付
し
た
。
(3
)『
日
本
書
紀
』
本
文
は
小
学
館
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
拠
る
。
(4
)『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』（
南
雲
堂
桜
楓
社
昭
和
三
十
八
年
）
(5
)「
上
代
傳
承
試
論
」（『
萬
葉
』
第
五
十
三
号
昭
和
三
十
九
年
十
月
）
(6
)「
聖
徳
太
子
片
岡
説
話
の
形
成
」（『
萬
葉
』
第
六
十
一
号
昭
和
四
十
一
年
十
月
）
(7
)『
群
書
類
従
』
巻
第
六
十
四
に
拠
る
。
(8
)「
舒
明
朝
以
前
の
万
葉
歌
の
性
格
」（『
国
語
国
文
』
第
三
十
二
│
二
号
昭
和
三
十
八
年
二
月
）「
題
詞
の
権
威
」（『
萬
葉
』
第
五
十
号
昭
和
三
十
九
年
一
月
）
(9
)『
古
代
歌
謡
全
注
釈
』（
角
川
書
店
昭
和
五
十
一
年
）
に
は
、「『
霊
異
記
』
の
意
図
－ 74 －
が
も
っ
ぱ
ら
「
霊
異
」
を
語
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
な
ど
と
あ
る
。
(
)「
日
本
紀
太
子
伝
暦
釈
書
等
に
は
、
片
岡
と
あ
り
。
書
写
の
誤
歟
」
と
あ
る
。
10(
)「
片
岡
山
説
話
の
系
譜
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第
九
十
│
九
号
平
成
元
年
九
月
）
11(
)『
群
書
類
従
』
巻
第
六
十
四
に
拠
る
。
12(
)『
聖
徳
太
子
伝
暦
』（
聖
徳
太
子
奉
賛
会
昭
和
二
年
）
に
拠
る
。
13(
)今
回
、『
三
宝
絵
詞
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、「
三
寶
繪
集
成
」（
小
泉
弘
・
高
橋
伸
幸
14
昭
和
五
十
五
年
笠
間
書
院
）
に
拠
り
、
真
名
本
で
あ
る
前
田
家
蔵
本
を
用
い
た
。
(
)『
群
書
類
従
』
巻
第
六
十
六
に
拠
る
。
15(
)馬
淵
和
夫
氏
（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
解
説
）
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
こ
の
本
は
16
い
わ
ゆ
る
真
名
本
で
あ
る
。
つ
ま
り
漢
文
で
も
な
く
て
、
漢
字
の
み
を
お
お
む
ね
国
語
の
順
に
書
い
た
文
献
で
、『
伊
勢
物
語
』
や
『
曾
我
物
語
』
に
そ
の
種
の
も
の
が
あ
る
。
漢
文
に
し
ろ
変
体
漢
文
に
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
格
が
あ
る
の
に
比
し
て
、
こ
れ
は
た
だ
漢
字
を
な
ら
べ
た
だ
け
で
、
お
そ
ら
く
一
定
の
読
み
は
期
待
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
が
中
世
、
あ
る
『
三
宝
絵
』
の
一
本
か
ら
漢
字
の
み
あ
つ
め
て
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。」
と
指
摘
す
る
。
因
み
に
、
こ
の
部
分
、
観
智
院
本
で
は
「
飢
人
挙
頭
所
返
歌
」
と
あ
る
。
勿
論
、
成
立
自
体
は
『
三
宝
絵
』
の
方
が
早
い
の
で
あ
る
が
、
享
受
の
過
程
で
勅
撰
集
で
あ
る
『
拾
遺
集
』
の
表
現
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
は
、
一
応
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
)『
聖
徳
太
子
信
仰
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
昭
和
五
十
八
年
）
田
中
氏
は
『
伝
暦
』
17
に
つ
い
て
「
平
安
初
期
の
合
理
精
神
を
み
る
よ
う
で
真
に
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
特
徴
を
も
つ
『
伝
暦
』
の
性
格
か
ら
、『
伝
暦
』
の
評
価
は
、
歴
史
家
に
よ
り
極
め
て
低
い
が
、
太
子
伝
の
発
展
を
考
え
る
と
き
、『
伝
暦
』
の
存
在
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
先
行
太
子
伝
（『
書
紀
』
を
も
含
め
て
）
を
集
大
成
し
、
以
後
の
太
子
伝
の
母
胎
と
も
な
っ
た
『
伝
暦
』
が
太
子
伝
の
発
展
や
太
子
信
仰
研
究
の
上
で
貴
重
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
れ
な
り
に
評
価
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
(
)『
七
代
記
』
本
文
は
『
寧
楽
遺
文
』（
竹
内
理
三
編
東
京
堂
出
版
）
に
拠
る
。
18(
)高
氏
（
前
掲
注
5
）
の
「
調
氏
家
記
も
當
時
は
實
際
に
存
在
し
て
い
て
、
補
闕
記
の
資
19
料
と
な
つ
た
と
考
え
て
誤
り
は
な
か
ろ
う
」
と
の
指
摘
に
従
う
。
(
)前
掲
注
20
17
(
)前
掲
注
6
21(
)『
達
磨
の
研
究
』（
岩
波
書
店
昭
和
四
十
二
年
）
22(
)大
正
新
修
大
蔵
経
七
十
四
（
2379）
23(
)「
聖
徳
太
子
片
岡
山
飢
者
説
話
に
つ
い
て
」（『
古
代
日
本
史
論
集
』
昭
和
四
十
七
年
）
24(
)前
掲
注
25
17
(
)「
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
に
関
す
る
疑
」（『
日
本
仏
教
史
之
研
究
』
続
篇
）
26(
)『
聖
徳
太
子
時
空
超
越
』（
大
修
館
書
店
平
成
六
年
）
27(
)前
掲
注
28
22
(
)前
掲
注
1
29(
)こ
れ
に
つ
い
て
例
え
ば
、
蔵
中
進
氏
（
前
掲
注
6
）「
達
磨
伝
授
の
一
領
の
袈
裟
が
、
30
如
何
に
こ
の
相
承
血
脈
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
片
岡
説
話
に
お
い
て
、は
じ
め
に
太
子
か
ら
飢
者
に
与
え
ら
れ
た
衣
裳
が
、後
々
ま
で
重
要
な
役
割
を
担
う
の
も
、
実
は
こ
の
達
磨
禅
の
付
嘱
相
承
に
な
ら
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。」
の
よ
う
に
、「
片
岡
山
説
話
」
に
見
え
る
衣
裳
の
授
受
を
、
付
法
の
伝
衣
と
解
釈
す
る
考
え
も
あ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
田
中
良
昭
氏
「
禅
宗
燈
史
の
発
展
」（『
敦
煌
仏
典
と
禅
』
篠
原
壽
雄
・
田
中
良
昭
編
大
東
出
版
社
昭
和
五
十
五
年
）
は
「
北
宗
禅
の
伝
燈
の
主
張
」
は
、『
楞
伽
経
』
研
究
の
継
承
の
上
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「『
金
剛
経
』
に
依
っ
て
「
如
来
の
知
見
」
を
説
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
弟
子
に
法
を
授
け
、
袈
裟
を
伝
え
て
そ
の
法
信
（
伝
法
の
証
し
）
と
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
」
の
が
南
宗
の
神
会
に
よ
る
『
南
宗
定
是
非
論
』（
七
三
二
）
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。「
片
岡
山
説
話
」
に
お
い
て
、
衣
裳
の
授
受
が
「
伝
衣
」
の
意
味
を
有
す
る
の
は
、
後
代
に
「
慧
思
後
身
説
」
や
達
磨
説
話
を
取
り
込
ん
で
か
ら
の
こ
と
で
あ
－ 75 －
ろ
う
。
（
ち
さ
か
え
い
し
ゅ
ん
）
－ 76 －
